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17.建 設 機 械

CONSTRUCTJON MACHJNES

36年 壁は前年に引続き日立 作所の建設用重機械の3本の柱であ

るパワーショベル,ブルドーザおよびディーゼルエンジンの改良,

合理化に主力が注がれたが,一方さかんな需動ここたえてパワーク

レーンの容量増大が行われた｡

設用垂械の耐久度は士~｢二の立方メートル当りコストを大幅に左

右するため,その向上はきわめで窮要なことで,日立製作所の建設

機械の設計の主眼となっており,パワーショベルにおける流体継手

内槽油の中歯や ブルドーザのオイルクラッチや足回り部■訂-の

材質,エンジンの特殊ダクタイルライナや剛性設計などすべてこの

目的のために払われた具体化の実例である｡これらの努力も各機種

の普及と稼動時間の経過によって,需要家のよく認められるところ

となった一方,技術的にも従来形との比較数値で実証できる段階に

達したことは喜ばしい｡

このほかケーブルクレーンは開発地点の地理的条件から土木費の

低減のため両塔の小形化を計り,また建設省関東地方建設局矢木沢

ダム用ケーブルクレーンのように固定拷を傾動させ,打設範囲の拡

大を計った特殊形も現出するに至った｡

36年度も弓

17.1万能掘削機

界の好況により需要は多く,増産に終始した｡

その結果生産台数は著しく増加した｡

生産の主流をなすUlO6形(0.6m3流体継手付)はモデルチェン

ジ以来すでに3年を経過し,稼働時問も5,000時間を超えるものが

多くなったので,旧形の直結式UO6形と比較して流体継手の効果な

どを検討した結果 上ロープ,推圧ロープの寿命はかなり延びオー

バホール費用(稼働単位時間当り)も相当低減することが実証され

た｡

次に近年の鉄鋼ブームに伴ってスクラップおよび銑鉄の陸揚げ量

が増加し,これにポリップ形グラブバケットあるいはリフティング

マグネット什クローラクレーンを多く納入した｡

また最近各社ほトラッククレーン,クローラクレーンの吊上容量

の増大を競っており,これに対して田上容量を52%増大した新FlO6

トラッククレーンを製作し,さらに30m十9mジプ付のPソダブM

ムを完成して好評を博している｡

17.1.1F】Odトラッククレーン

近年,各種荷役,土木,建築工事用などとして機動性にすぐれた

トラッククレーソの普及度が急増しているが,それに伴い大容量,

ロングリーチ,高揚程のクレーンが強く要望されてきた｡

昭和29年に発表したFO6形およぴ34年にモデルチェンジした

FlO6形の1由t(20ショートt)級l､ラッククレーンは三十数台を

納入し,内外各地で好評裡に稼動しているが,L述の強い要 にこ

たえFlO6形のクレーン容量を大幅に増した22.5t(25ショートt)

級の新FlO6トラッククレーソを完成発表した｡本棟はすでに輸班

を含め廿数台な納入したが,いずれも好評を博している｡

新FlO6形とl口FlO6形とのおもな相違点は次のとおりである｡

(1)総重量を軽減L,クレーン容量を18.1t x3m=54tmから

22･5t x3.65m=82tmに52%増した｡

(2)ブーム長さは高張力パイプ鋼の佐川により最大30m(旧形

は28m)とし,さらに9mのジブブームを装着できるようにし

た｡この状態でブーム先端は地上約40mに達するので,丸ビル

に匹敵する 高層建築の建設作 に使用できる｡

(ブーム長さ30m,シプ長さ9m■)

第1図.工場で試験中のロングブーム什新FlO6

ト ラ､ソクク レーソ

第2図 新FlO6トラッククレーソの走行姿勢

(3)9nlの基本ブームを折りたたまずに走行できるようにし

た｡これにより,高Aフレームの動力折たたみと相まって一段と

機動性にすぐれたものとした｡

(4)キャリヤは最小回転半径を小さくし,パワーステアリング

を採用するなどして操縦性能をすぐれたものとLた..′ またアウト

リガ張出見を増し,クレーン作 時の安定を良くした｡=.走行駆動

形式ほ従来の全輪駆動6×6をやめ6×4を

減をほかった｡′

本機のおもな特長は次のとおりである｡⊃

準とし,唱最の軽

(1)機械部分,構造部分とも耐久性にすぐれ 昭′ド に耐え得

る･特に作業条件の過酷な鋼玉バケットによる荷役,掘削作

対Lて十分な耐久性がある｡

に

(2)エンジンは流休継手を装備しているので,重荷重の動力降

~~Fに機械ブレーキを併用する微動降下操作が容易である〔,またエ

ンジンおよび機種部分に加わる衝撃荷重を吸収し,寿命を増大す

●
､



設 機

(3)荷重の動力降下装~程は減速比を大きくしてあるので最大荷

痕まで安全確 に動力降下できる｡,また必要に応じて′ト荷重の場

合には,機械ブレーキで制御Lながら自rl~l降下させることもでき

る｡

(4)保安装置,シープおよびドラム径,ロープ安全率など全面

的に揚_一束機 係法規に合格する｡,また淡回ブレーキのほかに強力

な旋恒lロック装置があるからロングブームを装前したまま移動す

る場合,揺動による旋回休の移動を防_l卜し,怯倒事故を防【Lする､_｡

本機は丁場内外において下記の多角的タイプテストを行ない性

能,強度とも十分仕様を満足することが確認されたr.

すなわち,転倒試験,過負荷試験,機能試験など,クレーンとL

ての総合的試験匿より性能,強度とも十分仕様せ満J.止することな確

認したほか

(1)大幅な軽昆化を.il一った高批張力ブームについてほ動的応力

の測定を行ない,一トクナな強度をイ】-することを條認Lた._.

(2)防衛Fi二第4技術試験場における各種車体試験,通産省付出

第4試験場における走行試

性能を確認したリ

など車両としての

本機は昭利36年4月の国際見本巾, の‖‥5 .-力

-

-合総 を行ない

卜=
鮎柳城機設

し好評を博したが,現在,活発な需蜘こ応ずるため生産に仙~ll二をか

けている｡運搬荷役の合理化,建設｣二事の能率化,建設の高層化に

伴い,木椀のもつ大きなクレーン能九機動性と相まって,今後増

々発展普及するものと考えられる(｡.

】7.1.2 U12リフティングマグネット付クローラクレーン

近年の暑い､鉄鋼増産に伴い,海外からの製鋼原料鼎スクラッフ

の輪人もまた急増Lており,このため各社でスクラップ荷役の合理

化が推進されている｡山九運愉機_1二株式会社に納入したU12リフテ

ィングマグネット什クローラクレーンは八幡製鉄所岩壁で,給およ

び2,000t級の船からスクラップ陛掛ずを行なうもので,リフティ

ングマグネット付クローラクレーンとしてほ国内における記録品で

ある｡

本磯はすでに100台以上の納入実損~を有するU12ショベルをべ-

スてシソとしており,特に作 能率,耐久性の向上および作 の安

全性に留意した｡すなわち

(1)按作は軽快な空気操作方式を採用しているので長時間の迎

転にも疲労がなく,高性能を発揮できる｡

(2)流体継手の装備,ウインチ歯車のオイルバス入, 耗調整

方式旋回ローラ,フランジ式スイングロックなどの効果により耐

久度が高い｡

(3)過負荷警報装置,ブーム過巻防l卜装置,フック過巻警

置など安全装置を完備して,作

(4)作 ;●､

の安全を期している｡

件により,リフティング

マグネットはポリップバケットに随時

快い分けのできる構造である｡

なお木椀とほぼ同一構造の U16クロ

ーラクレーンを釜石海陸 送株式会社に

納入した｡これは3m3の石炭バケット

をそなえ,主として粉炭の荷役に高性能

を発揮している｡

】7.2 ブルド
ーザ･

ブルドーザの需要は,口を追って盛ん

であるが,最近の動向とLて TO9およ

ぴそれ以下の小形にあっては,トラクタ

ショベルの需要が多く,また油圧式ブル

ドーザも多く使用されつつある｡一方,

第3図 山九運輸機工株式会社納U12リフティング

マグネット付クローラクレーン

大形ブルドーザにあってほ変速機と操作系のくふう,改良が著しい

特長で,油圧 rFによる,いわゆる/くワシフト式変 機への移行が

内外の傾向である｡

こうした情勢にこたえて,36年度はTO9の量産化が完成し,す

でに生産量は200台に達しようとしおり,好評裡に稼動している｡

またTO9油圧式ブルドーザおよびTSO9トラクタショベルも完

成し,生産態勢にはいった｡′

大形ブルドーザについては早くからその他向を見越して,各種

作機により数次にわたる試験,研究が頻ねられた｡すなわちブルド

ーザのパワーシフト形ミッショソ,オイルクラッチの油圧コントロ

ールの研究などに成

熱処即,

があがり,さらに耐摩材の研究など,材料,

産技術の研究成果も着々あがってお巧,37年度の飛

発展が期待される｡

17.2.1TO9形ブルドーザ

まだ本格的なオーバーホールを子fなう必要のあるものもなく,其

の実績ほ得られないが,試作1号椀の耐久テスト,稼働時間3,570

時間(アワーメータ約3,050時間)における小間摩耗測定結果では,

過酷な試験条件にかかわらずきわめて良好な成績を示した｡これと

第4園 試 験 中 け ん 引 状 況
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立 評 第44巻 第1号

第1表 TO9 改 良 経 過

装

第2衷 TO9ア タ ッ チ メ ント

ザ

着

式引んけ

♂ ノ 2 J ♂ J β 7 ♂ J 〝

け ん 引 力 ==

第5図 TO9千葉テストけん引性佗

第6図 TO9 レ ー キ ド ー

ザ

生産機の実績などを考え合わせ,所期目的であるオバーホール間隔

5,000時間以上は確実との見通しが得られた｡

そのほか各現場における使用者一般の意見を

(1)運動操作が楽で使いやすい

(2)機関は粘りがあり力強い

合して見ると,

したがって仕事をよくするとの評判を得ている｡

性能的には試作機で,すでに,当初の目的であったキャタピラ社

D6の線にほぼ到達したが,さらに合理化を行うため

(1)重量の軽減を行なう

(2)機関の粘り特性を増すためのトルクアップを行なう

(3)作業段における減速比を大にし,けん引力を増大する｡

の三項目を生産棟に逐次折り込んだ｡弟1表がこれらTO9の改良

経過を示したものである｡

また36年2月より4月末にかけ,75号放が建設省土木研究所千葉

支所において性能試験を受けたが,けん引効率は83%で同支所およ

び沼津支所において行なわれた試験の中での最高値(今日までにキ

ヤクピラ社D8Hのタイ記録がある),20m 掘り試験でも199.5m3/

hと同級プルにおける最高値で,きわめて優秀な結果を示した｡弟

5図は千葉支所におけるけん引性能の ミ百果に比較参考としてキャタ

ピラ社D6のネブラスカテストの値とTO9試作1号機の値を示し

たものである｡以上のように性能面に,また耐久面についても一応

安定したと認められるので今後は生産性に対する追求を徹底L,大

いに普及に努め国土建設の一端を担う所存である｡なおTO9川の

{
ー
1･｢-■･-､

置

⊥∵++∵迅

アソクルドーザ(標準)

ストレートドーザ

Uドーザ

レーキドーザ

ドーザリッパ

バックリッパ

単胴ケーブル式ウインチ(標準)

複胴ケーブル式ウインチ

油圧ユニット

スクレー/ミ

ローラ類(タイヤ･タンビング)

各種アタッチメントも続々試作を完成し,次々販売を開始している

のでTO9の用途は一段と拡大されるものと期待している｡弟2表

はTO9用アタッチメントの種類を示したものである｡

17･3 建設機械用ディーゼル機関

設機械の急激な需要増加とともにB形ディーゼル機関の生産も

増加の一途をたどり,B-40機関(4気箇)はUlO6ショベルおよ

びTO9ブルドーザ用として36年末までに生産台数は約1,000台に

達し,国内各地および海外に納入され好評を博している｡またB-

60,B-80機関もことしよりショベルに積載納入を開始した｡さら

iこB形機関の建設機械以外の応用として,ディーゼル発電機,ディ

ーゼル概関串および一般椀械用としても納入し,いずれも好調に稼

動中である｡

最近の建設機械用ディーゼル機関の発達はまことに目ざまい､も

のがあり,出力性能は数年前に比較して10～20%向上し,信頼度

および耐久度とも飛躍的に改善され,保守および取扱も一段と簡易

化されるなど,車体性能の向上と相まって建設横械の作 能力を著

しく増大した｡B形機関はこれら最新の進歩を多く採り入れて製作

されたもので,性能,耐久度とも世界的水準に達しており,今日ま

での使用実績はきわめて満足すべきものである｡

(1)B-40機関の耐久度調査

B-40機関付のショベル,ブルドーザで稼動3,000～4,000時間

第7図 B-･80ディ
ーゼル機関
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第3表 B-40機関摩耗調査結果

(川俣ダムTO9,アワメータ3,053時間)

部 分

ツリ ソ ダ ラ イ ナ 内 径

ビスト ソスカート 郡外径

ビ スl､ソ ピ ソ 外 径

ビストソ

(トッ

卜
1
ぎ

グソ)リプ

ク ラ ノク 軸

問 げ き

〈…ヤ

間げき

ーナル外径
ソ 外 径

ノ
ー ソ メ タ ル 内 径

コソロッド大端メ タル内径

コソロッド小端メ タル内径

摩 耗 量(mm)

0～0.025

0.014～0.038

0～0.005

0.017～0.022

0.19～0.27

0～0.003

0～0.007

0.010～0.042

0.006～0.011

0～0,009

備 考

上仁方向

上下方向

上下方向

注:摩耗量はアワメータ3,053時間に対するものを示す

第4表 B 形 機

づ/ ヨ ベ ル

ブ ル ド ー

ザ

ト ラ ック ク レ ー ソ

関 の 応 川

建設機械用

発 電 梯 用

一般動力用

鉄 道 車 両

特殊車両用

船 舶

注:l.

2,

モ
ー

タ ス ク レ ー パ

ダ ソ プト ラ ッ ク

ロ
ー ド ロ

ー ラ

アスファルトフィニッづ/ヤ

ク ラ ッ シ ャ

ロ･-ドフィ
ニ

ッ シャ

ディ
ーゼル発電機

ポ ソ ブ

コ ソ プ レ ッ サ

ウ イ ン チ

製 材 機

レッ キノブク レーー ニ/

ディ
ーゼル機関車

デ ィ
ー ゼ ル 勤車

フ ォ
ー ク リ フ ト

p ダ

作 業 用 自 動 車

必要に応じクラッチ,流体抜手,トルクコソバータの装着可能

出力の下限60PSは適用校扱によって低速回転を要求される場

合の出力限界である｡

(アワメータ)をこえるものが多数あるが,その中特に過酷な条件

下で使用された鹿島建設川俣ダムのTO9ブルドーザの機関につ

いて,アワメータ3,053時間で中間分解調査を実施した｡その結

果主要部の摩耗状況は葬3表に示すとおりであり,摩耗量は従来

の検閲に比してはるかに少なく,最近の外国一流検閲に勝るとも

劣らない好結果を得た｡木椀は調査後主要部全部品をそのまま再

(B-60激闘,130PS/1,500rpm)

第8L冥】DE80ディーゼル発電扱

第9図 ポンプ駆動B-60機関

(100PS/1,500rpm,

第10図 B-40デ

トルクコソバーク付)

イ ーゼ′レ機関

組立し,引続き耐久試験を実施中である｡このほか中間調査を行

った数台についてもほぼ同様に優秀な結
であり,従来国産機関

の欠点といわれていた耐久度について本棟は非常にすぐれている

ことが実証されたわけで,オーバホール時間も相当に延長できる

ことが確認された｡

(2)B-40機関の低温始動試験

僻地で使用されることの多い建設機械用機関には冬季始動性の

よいことが特に要求される｡B-40機関について低温実験室およ

び北海道で低温始動試験を行ない,一20～一280Cまで特別の補助

装匠なしで始動できることを確認した｡

(3)B形機関の応用

36年度よりB形検閲をディーゼル発電機,ディーゼル機関車,

ポンプおよび特殊車両用の原動機として販売を開始したが,本機

のすぐれた性能､信煩度および耐久度ほこれら一般機械,車両,

船舶用として好適であり,出力60～300PSの広範囲の用途に応

じうるので,今後は弟4表に示すような多くの機種にも応川が期

待される｡

17.4 ケーブルクレーン

ダム建設忙伴う水没地■に対する補惧問題などのため,36年度はケ

ーブルクレーソの新製,移設とも,比較的低調であった｡電源開発

の促進によりここ数年来全国各地に展開したダム
設も,着々その
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第11図 関東地建(薗原)納10tケーブルクレーソ

エンジンタワー

成果をあげ,なお多くの開発軌､■､沌残している.=j しかし建設地カカ;

漸次奥地にはいるに従って,その地形も複雑化し掘削土星を少なく

し土木 の減少を計F),ケーブルクレーンも極力小形化の方向に進

み･また地形的にも特殊な形を採用するようになってきた｡その一

例として既納東京都(小河内)20tケーブルクレーンを移設する娃

設省 東地方建設局(矢木沢)納の20tケーブルクレーンは1部は

そのまま使用し,エンジンタワーは固定塔を左右に傾動させて,ダ

ム打設範囲を広くする特殊形を採用し,鋭意製作中でその完成を急

いでいる｡〕

今後もかかる特殊形のケーブルクレーンが多くでるものと予想さ

れる｡

け･4･1建設省(関東地建)納】OIケーブルクレーン

薗原 設をR的として納入された｡J本機は畑薙ダムで稼動小

第亜巻 第1号

第12図 関東地建(薗原)納10tケーブルクレーン
テールタワー

のものとともに3m3級トプルクレーンの代表的なもので,その特

長は次のとおりである｡

(1)畑薙ダム同様両側走行形であるが,基礎荷

走行路建設

を少なくし,

を極力低減するため両塔ともさらに小形化した｡.

エンジンタワ テーブルタワ

薗原ダム 畑薙ダム 薗原ダム 畑薙ダム

]三索支持点高さ(111)

軌 間(m)

5.6 7.5

7.1 8

4.2

4 5

(2)示螺動こ設けたドライブシープにより駆動する無衝撃ロー

プけん引式キャリヤ方式となっている｡

(3)トランスファーカ式バケットであるが,巻上荷重の減少を

計り,/ミケット甘重を軽量とし,衝撃緩和のため特殊な緩衝ゴム

を綾川している｡




